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　研究室では霊長類の北限に生存するニホンザルの進化を遺伝子から研究しています. 現代人は短時間に世界に拡大し適応した霊長類ですが, ほかの霊長類ではこういうことはありません. 私たちは, 熱帯原産の霊長類が寒さにどのように適応し進化したかをニホンザルで調べ, 現代人との違いを考えています. 

　日本は多様な環境と地史をもつ国です. 生物的特徴を整理すると, ニホンザルには３つの地域分化パターンがみられます. なぜこの違いがあるかを進化と生態から考えるのに, 遺伝子やゲノムは重要な研究手段を提供します. フィールドと実験室を結ぶこうした研究は, 保全管理で必須の応用研究にもなってきました. 毎年約１万頭のサルが農業被害で捕獲されています. また, 外来種との交雑問題も深刻化しています. 遺伝学の手法を利用するモニタリングは, 個体群の管理で重要です. 今回は, こうした研究活動の一端を紹介します. 
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